
布 施 小 学 校 だ よ り（笹の台） ３月号
令和６年２月２９日発行

学校教育目標：「郷土を愛し、豊かな心と確かな学力を備えた、心身ともにたくましい児童の育成」

３月の予定 （下校時刻は別紙、３月行事予定でご確認ください。）

3月 1日（金）６年生を送る会、学校関係者評価委員会、学級・保健だより発行
3月 4日（月）全校朝会、職員会議
3月 5日（火）ＳＣ来校⑪、地区児童会④、体重測定
3月 6日（水）読み聞かせ(最終日)
3月 7日（木）職員研修
3月 8日（金）文集「笹の台・松風」発行、閉校準備委員会
3月11日（月）交通指導、安全点検・行動安全点検、職員会議
3月12日（火）愛校作業
3月13日（水）卒業式予行練習
3月14日（木）卒業式準備、(最終確認)、６年生下校（12:45、保護者による送迎）
3月15日（金）卒業証書授与式、集団下校(11:45)
3月18日（月）生徒指導連絡会、校内特別支援委員会
3月19日（火）大掃除
3月20日（水）祝日：春分の日
3月21日（木）平常日課 【学校ＨＰ】
3月22日（金）修了式、離任式、給食終了、集団下校(13:30)、後期通知表配付
3月25日（月）学年末休業(3／25～3／31)

【４月当初の予定】
4月 1日（月）学年始め休業 (4／1(月)～4／4(木))
4月 5日（金）着任式、始業式
4月 9日（火）入学式

１年間の締めくくり、そして、来年度に向けて

明日から一年間の締めくくりの月、３月を迎えます。先日布施の「千本桜まつ
り」と月の沙漠記念館の「つるしびな」を見学に行きました。まだ寒い日もあり
ますが、梅の花も開花し、日一日と春に向かって季節が進んでいることを感じます。
私が読んだ書籍では、春は「光の春」「音の春」「気温の春」の順で進んでくるとありました。冬

至の頃に比べると日が延びたことを感じます。昼の陽ざしも強まってきた感じがします。動物や植
物の中には、春の光に反応して冬眠していた動物たちが目を覚まし、植物の花芽が育ちはじめます。
人が寒さに震えていても、春の到来を知らせてくれます。このようなことから「光の春」と呼ばれ
ているそうです。雪の多い地方では、雪解けの音とともに春がやってきます。雪解け水で増水した
川の音、鳥の鳴き声など、いずれも春の到来を告げる音「音の春」と言えます。春分を過ぎる頃か
らは、「暑さ寒さも彼岸まで」の例えどおり、気温が上昇して「気温の春」へと移ります。この頃
から春本番となります。
私が学校に春が訪れたと感じるのは桜の開花です。桜の木はまだ何の変化もない

ように見えますが、よく見てみると枝先には沢山の花芽がついています。変わらな
いように見える樹木も、しっかり張った根から水分や養分を吸い上げ、幹から枝々
に送り、花を咲かせたり葉を芽吹かせたりする準備を怠りなく進めているのです。
３月は６年生は卒業・進学へ向けて、１年生から５年生は進級へ向けて、それぞれの学年の仕上

げをする時期です。勉強や運動はもちろん、友達とのあいさつや関わりなどの日常生活の見直し、
がんばってきたことやできるようになってきたことを確かめる時期でもあります。得意なことを伸
ばし、苦手なことは克服できるように、毎日の学習や生活を大切にし、しっかりと
力をつけてほしいと思います。
季節は暖かい日と寒い日を繰り返しながら本格的な春へと歩んでいきます。子供

たち一人一人が一日一日を大切にし、進学や進級に向けての意欲を高めていくこと
そして、一歩一歩前進していくことを期待しています。



【学校行事から】 【お知らせ】

【紹介】

＜校内研究授業＞

２月８日(木)に、校内
授業研究会を行いまし

た。５年生の道徳の授業

を、教育委員会や町内小

・中学校の先生方にも参

観いただきました。子供たちは積極的に意見を発

表するなど、意欲的に授業に取り組みました。

＜全校児童集合写真＞

１月３１日(水)に、

全校児童の集合写真を、

タイヤ山で撮影しまし

た。一人一人の成長を

感じました。

＜こども園児体験入学(１年生)＞

２月９日(金)に、令和６年

度入学予定の園児４名の体験

入学を行いました。

１年生が、楽器演奏を披露し

たり、すごろく大会などを行

ったりして、交流しました。

＜６年生を送る会＞

３月１日(金)に「６年生を送る会」

を予定しています。趣向を凝らし６年生の卒業をお

祝いします。

６年生が卒業するまで残り15日。一人一人の心

に残る思い出をたくさんもって、卒業を迎えてほし

いと思います。

当日の受付開始は10:00。

開催は10:20から11:30の予定です。

＜卒業証書授与式＞

日時：３月１５日(金)

保護者受付 9:00～

卒業証書授与式 9:30～10:45

写真撮影 11:00～11:10

卒業生見送り 11:10～11:25

※スリッパをご持参ください。

＜離任式＞

離任式は、3月22日(金)の

修了式後に行う予定です。

＜給食指導＞

２月７日(水)に、いすみ

市学校給食センターの相

馬栄養士を講師に、１年

生から３年生を対象に給

食指導を行いました。

＜部活動 お別れ演奏会・お別れ試合＞

２月１６日(金)に、音楽部のお別れ演奏会を音

楽室で行いました。「有終の美を飾る」集大成の合

奏は、心にしみるとてもよい演奏でした。

２月２０日(火)に、ミニバスケットボール部の

お別れ試合を体育館で行いました。５年生と６年

生がそれぞれに、一生懸命にプレ－することで感

謝 の 気 持

ち を 表 し

て い ま し

た。

＜はきものをそろえる＞

「脚下照顧」（「きゃっかしょうこ」と読みます。)

禅宗の寺院でよく見かける言葉です。「足元をみな

さい」から転じて「履物をそろえましょう」と標

語的に使われています。

しかし、真意はもっと深いところにあるようで

す。履物を揃えることは「自分自身を見つめる」

「自分の行いを振り返る」ことにつながると曹洞

宗の開祖・道元禅師は考えたと言われているとの

ことです。「履物が散らかっていると心が乱れてい

る。揃っていれば心が落ち着いている」というこ

とです。慌ただしい毎日の中、心に留

めておきたい教えだと思います。

次に、長野県にある円福寺の住職で

あった藤本幸邦さんがお作りになった

「はきものをそろえる」という詩を紹介します。

はきものをそろえると 心もそろう

心がそろうと はきものがそろう

ぬぐときにそろえておくと

はくときに心がみだれない

だれかがみだしておいたら

だまってそろえておいてあげよう

そうすればきっと

世の中の人の心もそろうでしょう


